
押
川
春
浪

『肺
鵬
塔
中
の
怪
』
に
お
け
る
娯
楽

へ
の
意
識

―
―

「海
底
軍
艦
」
を
相
対
化
す
る
物
語
と
し
て
―
―

は
じ
め
に

『働
』
塔
中
の
怪
』
（文
武
堂
、
明
治
三
十
四
年
十
肛
）
の
主
な
登
場
人
物

は
、
語
り
手
で
あ
る
好
奇
心
旺
盛
な
帝
大
生

「
武
田
勝
雄
」
、
そ
の
親
友
で

世
界

一
の
大
探
偵

「
長
岡
武
太
郎

（長
岡
大
探
偵
と
、
「武
田
」
の
下
宿
先

の
令
嬢

「
雪
子
姫
」
、
世
界
を
恐
怖
に
陥
れ
た
海
賊
集
団

「
九
人
の
魔
賊
」

で
あ
る
。

大
筋
は
、
九
人
の
魔
賊
に
よ
っ
て
、
「黒
面
島
」
（オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
）

に
連
れ
去
ら
れ
た
雪
子
姫
を
、
武
田
と
長
岡
大
探
偵
が
救
い
出
し
、
魔
賊
達

を
退
治
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
ｃ
途
中
に
は
、
数
々
の
不
思
議
現
象
が
示

さ
れ
、
そ
れ
に
関
す
る
探
偵
結
果
を
大
探
偵
が
説
明
す
る
。
た
と
え
ば
、
島

で
目
撃
し
た
空
中
の

「大
魔
影
」
を
、
大
探
偵
は
蜃
気
楼
の
原
理
で
説
く
。

以
上
の
よ
う
な
概
要
を
持
つ

「塔
中
の
怪
」
と
い
う
作
品
は
、
詳
細
は
後

述
す
る
が
、
執
筆
時
期
と
内
容
に
お
い
て
、
春
浪
作
品
の
評
価
軸
を
相
対
化

す
る
可
能
性
を
持

っ
て
い
る
。

武

田

悠

希

日
露
戦
争
期
を
中
心
に
人
気
を
集
め
た
作
家
、
押
川
春
浪
は
、
明
治
三
十

三
年
に
デ
ビ

ュ
ー
作

『』
鵜
調
海
底
軍
艦
』
（文
武
堂
）
を
刊
行
し
た
。
海
賊

の
被
害
に
遭

っ
た
少
年
の
冒
険
お
よ
び
、
海
賊
と
日
本
の
秘
密
潜
水
艇
と
の

戦
い
を
描

い
て
人
気
を
博
し
、
二
年
後
に
続
編
が
刊
行
さ
れ
て
以
降
シ
リ
ー

ズ
化
す
る
。

「少
年
時
代
中
学
時
代
」
に
春
浪
の
諸
作
を
最
も
愛
読
し
た
と
回
想
す
る

柳
田
泉
は
、
特
に

「海
底
軍
艦
」
シ
リ
ー
ズ
に
心
酔
し
た
と
述
懐
す
る
。
加

え
て

「
日
露
戦
争
前
後
の
」
、
「
日
本
と
い
ふ
空
気
を
、
こ
の
春
浪
の
小
説
程

よ
く
示
し
て
ゐ
る
も
の
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
ｃ
春
浪
作
品
が
明
治
期
の
青

少
年
に
多
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
同
時
代
に
お
け

る
位
置
づ
け
を
見
極
め
る
こ
と
は
、
明
治
文
学
の
様
相
の
多
面
的
な
把
握
に

大
き
く
寄
与
す
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
春
浪
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
当
時

の

「
日
本
と
い
ふ
空
気
」
を
最
も
よ
く
表
す
と
い
う
側
面
が
あ
る
。

そ
の
後
の
春
浪
作
品
の
研
究
は
、
こ
う
し
た
側
面
を
持

つ
作
品
を
い
か
に

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
も
、
な
か
な

か
整
理
を

つ
け
ら
れ
な
い
で
い
る
。

七
九



主
な
流
れ
と
し
て
次
の
二
点
が
指
摘
で
き
る
。
同
時
代
状
況
と
の
結
び
つ

き
を
指
摘
す
る
論
の
流
れ
と
、
娯
楽
要
素
に
着
目
し
て
評
価
す
る
論
の
流
れ

で
あ
る
。

前
者
は
、
先
述
し
た
、
当
時
の
日
本
の
雰
囲
気
を
表
す
る
と
い
う
印
象
を

補
強
す
る
も
の
で
あ
る
。
昭
和
初
期
の
柳
田
泉
は

「海
底
軍
艦
」
シ
リ
ー
ズ

の
理
想
は
、
明
治
二
十
年
前
後
の
政
治
小
説
の
理
想
と
同
じ
で
あ

っ
た
と
指

摘
す
る
。
戦
時
中
、
滑
川
道
夫
は
、
「少
国
民
の
遠

い

「夢
Ｌ

を
語

っ
た
と

評
価
す
る
ｃ
滑
川
の
論
は
、
時
代
的
制
約
の
中
で
意
味
を
持

つ
論
で
あ

っ
た

が
、
こ
の
見
解
は
以
降
に
も
引
き
継
が
れ
る
。

た
と
え
ば
、
『近
代
文
学
研
究
叢
書
』
は
、
春
浪
が
、
「
時
代
的
要
求
を
身

に
体
し
て
文
壇
に
登
場
し
た
」
と
指
摘
し
、
「
日
清
、
日
露
戦
前
後
の
日
本

青
年
の

一
面
を
も
伝
え
て
い
る
」
と
述
べ
、
菅
忠
道
は
、
日
本
の
児
童
文
学

史
の
中
で
春
浪
に
触
れ
、
「
封
建
的

・
軍
事
的
帝
国
主
義
の
典
型
」
で
あ

っ

た
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
に
お
け
る
問
題
点
の

一
つ
は
、
作
品
に
描
か
れ
た
も
の
は

同
時
代
状
況
を
背
景
と
し
た
作
者
の
心
情
や
理
想
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う

認
識
が
、
創
作
意
図
と
重
ね
て
考
え
い
れ
て
き
た
点
に
あ
り
、
そ
の
作
品
群

は

一
ま
と
め
に
論
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ

っ
た
。

以
上
の
流
れ
の
中
で
、
池
田
浩
士
は
、
軍
事
小
説
や
政
治
小
説
の
先
駆
と

い
っ
た
論
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、
読
者
の
人
気
を
得
た
の
は
読
者
の
希
求
を

予
感
的
に
感
知
し
た
か
ら
で
あ
る
と
論
じ
る
。
し
か
し
、
コ
海
底
軍
艦
』
に

は
じ
ま
る
か
れ
の
諸
作
品
」
の
よ
う
に
、
シ
リ
ー
ズ
全
体
の
分
析
が
ま
と
め

ら
れ
、
作
家
全
体
の
問
題
に
敷
行
さ
れ
る
。
ま
た
、
春
浪
作
品
を
Ｓ
Ｆ
小
説

八
〇

の
原
型
に
据
え
、
理
想
を

「戦
争
と
侵
略
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
直
結
」
さ
せ

る
し
か
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
の

「院
路
」
と
な
っ
た
と
述
べ
る
。

池
田
の
論
も
、
作
品
は
春
浪
の
考
え
が
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
も
の
と
い
う

認
識
が
前
提
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
再
評
価
を
試
み
な
が
ら
も
、
「
日

本
Ｓ
Ｆ
小
説
の
臨
路
」
と
い
う
形
で
ま
と
め
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

理
想
の
表
明
を
自
明
と
す
る
の
で
は
な
く
、
創
作
意
図
を
考
え
る
必
要
性
が

見
え
て
く
る
。

娯
楽
要
素
に
着
目
し
た
論
で
は
、
ま
ず
、
二
上
洋

一
や
横
田
順
輛

・
會
津

信
吾
ら
に
よ
る
Ｓ
Ｆ
小
説
と
し
て
評
価
す
る
論
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
私

市
保
彦
は
、
Ｓ
Ｆ
小
説
と
魔
術
的
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
の
混
交
に
、
春
浪
作
品

の
広
が
り
の
可
能
性
を
見
出
し
て
い
る
。

続
け
て
、
探
偵
小
説
的
趣
向
を
評
価
す
る
論
が
あ
る
。
春
浪
の
作
に
探
偵

小
説
の
要
素
が
あ
る
こ
と
は
、
早
く
に
江
戸
川
乱
歩
が
指
摘
し
て
い
る
。
中

島
河
太
郎
と
伊
藤
秀
雄
は
、
探
偵
小
説
史
の

一
部
と
し
て
触
れ
評
価
す
る

が
、
両
者
と
も
、
そ
の
探
偵
趣
味
の
未
熟
さ
と
粗
雑
さ
に
言
及
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
娯
楽
要
素
を
指
摘
す
る
論
に
共
通
す
る
問
題
は
、
な
ぜ
春
浪
が

そ
う
し
た
要
素
を
取
り
入
れ
た
の
か
が
分
析
さ
れ
て
い
な
い
点
に
あ
る
。
創

作
意
識
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
く
こ
と
が
課
題
と
い
え
る
ｃ

以
上
の
流
れ
か
ら
は
、
同
時
代
状
況
と
結
び
つ
い
た
政
治
的
側
面
と
、
Ｓ

Ｆ
や
探
偵
小
説
と
い
っ
た
娯
楽
要
素
の
ど
ち
ら
も
が
春
浪
作
品
の
性
質
で
あ

る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
同
時
代
に
お
け
る
春
浪
作
品
の
位
置
を
見
極
め
る
と

い
う
こ
と
は
、
な
ぜ
そ
う
し
た
政
治
性
と
娯
楽
性
が
同
時
に
成
立
し
得
た
の

か
を
問
う
行
為
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
個
々
の
作
品
を
同
時
代
に
戻



す
こ
と
に
よ
っ
て
、
春
浪
の
創
作
意
図
や
意
識
を
汲
み
取
っ
て
い
く
作
業
が

有
用
で
あ
る
。

以
上
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
代
表
作
と
さ
れ
る

「海
底
軍
艦
」
と
同

時
期
に
考
案
執
筆
さ
れ
て
い
た

「塔
中
の
怪
」
を
分
析
対
象
に
据
え
て
、
春

浪
の
創
作
意
識
に
迫
る
。
「塔
中
の
怪
」
の
分
析
を
通
じ
て
、
従
来
の
春
浪

作
品
の
評
価
軸
の
相
対
化
を
試
み
た
い
。

〓
阜
　
探
偵
小
説
の
型

吉
井
勇
の
回
想
に
、
「塔
中
の
怪
」
が

「海
国
少
年
」
に
連
載
さ
れ
て
い

た
と
い
う
証
言
が
あ
る
の
こ
の
こ
と
は
す
で
に
横
田
順
輛
　
含
津
信
吾
が
指

摘
し
て
い
る
。

「塔
中
の
怪
」
の
初
出
は
、
「黒
面
島
」
と
い
う
題
で

「海
国
少
年
」
三
巻

十

一
号

（明
治
三
十
二
年
十

一
月
）
か
ら
四
巻
五
号

（翌
年
五
月
）
ま
で

「残
月
生
」
に
よ
り
連
載
さ
れ
た
ｃ
四
巻
四
号

（明
治
三
十
三
年
四
月
）
に
、

「押
川
残
月
生
」
の

「
日
本
書
生
の
悪
因
縁
」
と
い
う
論
説
が
あ
る
こ
と
か

い
、
「残
月
生
」
は
春
浪
と
特
定
で
き
る
。
最
後
に
連
載
が
確
認
で
き
る
四

巻
五
号
で

「黒
面
島
」
は
未
完
で
あ
る
。

四
巻
八
号

（明
治
三
十
三
年
八
月
）
〓

口
投
書
」
欄
に
、
「黒
面
島
は
あ

れ
ぎ
り
で
す
が
続
々
掲
載
せ
ら
れ
た
し

（釜
石
天
遊
生
と

な
ど
読
者
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
対
し
て

「
記
者
」
は

「
（残
月
生
差
間
の
為
め
休
掲

せ
し
が
其
後
請
ふ
て
続
稿
せ
し
む
る
様
取
計
中
な
り

（記
者
と
」
と
対
応
す

Ｚ
一

。

押
川
春
浪

『獅
陽
塔
中
の
怪
』
に
お
け
る
娯
楽

へ
の
意
識

と
こ
ろ
で
、
「
黒
面
島
」
が
休
載
と
な
っ
て
い
る
明
治
三
十
三
年
の
十

一

月
に
は

「海
底
軍
艦
」
が
刊
行
さ
れ
る
。
「塔
中
の
怪
」
は
そ
の
翌
年
の
刊

行
と
な
る
。
「海
国
少
年
」
四
巻
八
号
に

「残
月
生
差
間
の
為
め
休
掲
せ
し
」

と
あ

つ
た

「差
間
」
と
は
、
「海
底
軍
艦
」
執
筆
の
こ
と
を
指
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
「塔
中
の
怪
」
は
、
春
浪
の
代
表
作
と
さ
れ
る

「海
底
軍
艦
」

の
制
作
時
期
を
、
前
後
に
ま
た
い
で
考
案
執
筆
、
出
版
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ

た
。「塔

中
の
怪
」
と
初
出

「
黒
面
島
」
は
、
分
量
に
差
は
あ
る
が
、
設
定
や

展
開
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

初
出
の
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
あ
る
日
、
「武
田
賤
男
」
の

叔
父
で
あ
る
水
島
侯
爵
の

一
人
娘

「綾
子
」
が

「九
人
の
黒
面
鬼
」
に
誘
拐

さ
れ
る
。
優
れ
た
探
偵
で
あ
る

「長
岡
武
太
郎
」
は
、
綾
子
が
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
黒
面
島
の
黒
面
塔
に
連
れ
去
ら
れ
た
こ
と
を
突
き
止
め
る
。
島
で
長

岡
と
合
流
し
た
武
田
は

「秘
密
の
王
」
を
託
さ
れ
、
二
人
は
綾
子
を
救
う
た

め
に
塔
へ
乗
り
込
む
が
、
黒
面
鬼
ら
に
捕
え
ら
れ
、
地
獄
穴
に
閉
じ
込
め
ら

れ
る
。
こ
こ
で
初
出

「黒
面
島
」
は
休
載
に
入
る
。

「塔
中
の
怪
」
に
つ
い
て
伊
藤
秀
雄
は
、
「探
偵
小
説
的
趣
向
に
富
ん
で
い

る
」
と
指
摘
す
る
が
、
同
時
に

「粗
雑
さ
も
日
立
つ
」
と
述
べ
、
「要
す
る

に
春
浪
は
、
冒
険
小
説
を
書
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
探
偵
趣
味
は
冒
険
に

一
層
の
魅
力
を
添
え
る
景
物
と
し
て
の
役
を
与
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
」
と

す
る
。

横
田
順
爾

・
會
津
信
吾
も
、
探
偵
小
説
的
趣
向
を
指
摘
す
る
が
、
注
目
す

べ
き
は
、
三
海
底
軍
艦
』
と
は
異
な
り
、
ミ
ス
テ
リ
ー
的
趣
向
に
富
ん
だ
Ｓ

八

一



Ｆ
ふ
う
冒
険
小
説
」
と
特
徴
を
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。

「海
底
軍
艦
」
と
同
時
期
の
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
探
偵
小
説
的
特
徴
が

顕
著
に
見
ら
れ
る
と
い
う
点
で
、
「海
底
軍
艦
」
と
は
異
な
る
特
徴
を
持
つ

作
品
と
い
え
る
。

作
者
自
身
は
、
本
作
の
特
徴
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
。
そ
れ
を

知
る
手
が
か
り
が
、
初
出

「黒
面
島
」
に
見
出
せ
る
。
黒
面
島
で
合
流
し
た

際
、
「長
岡
探
偵
」
と

「武
田
」
は
空
中
に
現
れ
た

「怪
物
」
「
大
魔
影
し

を
目
撃
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

「武
田
」
は
次
の
よ
う
に
読
者
に
語
り
か
け

Ｚ一
。

此
怪
物
こ
そ
実
に
本
篇
の
骨
子
で

（略
）
こ
れ
か
ら
だ
ん
ノ
ヽ
此
小
説

を
読
み
ゆ
き
玉
ふ
に
従
つ
て
諸
君
は
知
ら
ず
＾
ヽ
の
間
に
此
怪
物
の
如

何
な
る
も
の
な
る
や
を
会
得
し
玉
ふ
べ
し

翁
黒
面
島
」
曾
し

（「
海
国
少
年
」
三
巻
十
二
号
、
明
治
三
十
二
年
十

二
月
じ

「怪
物
」
に
驚
く

「武
田
」
は

「
一
体
あ
れ
は
何
だ
と
」
と
問
う
が
、
「長

岡
」
は

「夫
れ
は
問
ひ
王
ふ
な
、
今
話
し
て
は
却
て
為
に
な
ら
ぬ
、
其
後
解

る
事
か
あ
る
」
と
ま
だ
そ
の
謎
を
明
か
さ
な
い
ｃ

「
海
国
少
年
」
四
巻

一
号

（明
治
三
十
三
年

一
月
）
掲
載
の

「
黒
面
島
」

第
五
、
六
回
末
部
に
あ
る

「残
月
生
中
す
」
と
始
ま
る
付
言
に
は
、
「
原
因

結
果
を
探
れ
ば
左
程
怪
じ
む
に
足
ら
ぬ
」
、
「此
後
に
到
り
て
は
）
あ
と
合
点

の
ゆ
き
玉
ふ
事
の
あ
る
べ
く
」
と
あ
つ
て
、
作
品
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
不
思

八
二

議
な
現
象
は
、
後
段
で
合
理
的
に
明
か
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
と
い
う
意

が
読
者
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
不
思
議
現
象
の
代
表
が

「怪
物
」
翁
大
魔

影
し

で
あ
る
が
、
単
に
そ
の
不
思
議
だ
け
で
な
く
、
謎
解
き
の
過
程
に
重

き
が
あ
り
、
不
思
議
現
象
の

「原
因
結
果
」
を

「探
偵
」
が
合
理
的
に
明
か

し
て
い
く
と
い
う
探
偵
小
説
の
型
が
、
こ
こ
で
は
作
品
の

「骨
子
」
と
し
て

意
識
さ
れ
る
ｃ
伊
藤
が
指
摘
す
る
よ
う
な

「景
物
と
し
て
の
役
」
に
す
ぎ
な

い
も
の
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。

そ
の

「骨
子
」
は
、
結
局
初
出
で
は
記
さ
れ
ず
に
終
る
。
初
出
で
果
た
さ

れ
な
か
っ
た
謎
の
解
明
は
、
単
行
本

「塔
中
の
怪
」
に
て
、
第
十
回
か
ら
十

五
回
ま
で
の
長
い

「講
釈
」
貧

一
一〇
頁
）
と
し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。

で
は
、
「黒
面
島
」
と

「塔
中
の
怪
」
が
採
用
し
た
探
偵
小
説
の
型
と
は
、

何
に
拠
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。

読
み
進
む
に
従

つ
て
謎
が
明
ら
か
に
な
る
構
成
は
、
そ
れ
以
前
の
探
偵
小

説
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
探

偵
と
語
り
手
の
役
割
と
関
係
性
で
あ
る
。

初
出
で
も
単
行
本
で
も
、
物
語
は

「私
」
こ
と

「武
田
」
に
よ
っ
て
語
ら

れ
る
。
「武
田
」
は

「
長
岡
大
探
偵
」
を

「
本
篇
の
主
人
公
と
な
る
べ
き
」

（五
五
頁
）
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
主
人
公
は

「
長
岡
大
探
偵
」
で
、
物
語

全
体
の
語
り
手
は

「武
田
」
と
い
う
各
々
の
役
割
が
確
認
さ
れ
る
。

二
人
が

「空
中
の
魔
影
」
（七
四
頁
）
を
目
撃
し
た
と
こ
ろ
か
ら

「長
岡

大
探
偵
」
に
よ
る
探
偵
結
果
の
説
明
が
始
ま
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ

は
初
出
に
欠
け
て
い
た
部
分
で
あ
る
．
そ
の
内
容
は
、
昔
黒
面
島
を
支
配
し

た

「銅
爺
王
」
、
塔
の
構
造
、
「
星
の
冠
の
王
」
の
発
見
に
つ
い
て
と
続
き
、



そ
の
後
第
十
回
か
ら
十
五
回
に
か
け
て

「魔
影
」
は

「銅
爺
王
」
の
仕
業
で

あ
る
と
、
「武
田
」
を
聞
き
手
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
「武
田
」
が

「空
中
の

幻
影
の
正
体
は
何
物
だ
」
と
問
う
と
、
「
さ
れ
ば
さ

（略
）
空
中
の
幻
影
の

本
体
は
、
た
し
か
に

一
個
の
魔
像
で
あ
る
」
と
探
偵
の
説
明
が
始
ま
る
と
い

う
具
合
で
あ
る

（七
九
頁
）
。

明
治
三
十
二
年
に
、
南
陽
外
史

（水
田
南
陽
）
に
よ
っ
て
コ
ナ
ン

・
ド
イ

ル
作

『シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク

・
ホ
ー
ム
ズ
の
冒
険
』
に
収
め
ら
れ
た
十
二
篇
の
全

訳
が

「
中
央
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
て
い
る
が
、
「
不
思
議
の
探
偵
」
と
題
さ

れ
た
こ
の
翻
訳
に
は
、
原
作
同
様
推
理
を
語
り
聞
か
せ
る
探
偵
と
聞
き
手
の

助
手
が
登
場
す
る
。

こ
の
探
偵
と
聞
き
手
の
助
手
の
関
係
に
つ
い
て
、
川
戸
道
昭
は
、
エ
ド
ガ

ー

・
ア
ラ
ン

・
ポ
ー
の
手
に
な
る
名
探
偵
デ
ュ
パ
ン
を
日
本
に
初
め
て
紹
介

し
た
饗
庭
竺
村
訳

「
ル
ー
モ
ル
グ
の
人
殺
し
」
と
、
ド
イ
ル
の

「
ホ
ー
ム
ズ

の
探
偵
小
説
に
も
共
通
し
て
み
ら
れ
る
」
点
を
、
「殺
人
に
い
た
る
ま
で
の

経
緯
を
、
語
り
手
の

「余
」
に
詳
細
に
話
し
て
聞
か
せ
る
と
い
う
設
定
も
そ

の
一
つ
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
３

明
治
三
十
二
年
七
月
か
ら
十

一
月
ま
で
掲
載
さ
れ
た

「
不
思
議
の
探
偵
」

は
、
ち
ょ
う
ど
初
出

「黒
面
島
」
が
始
ま
る
直
前
ま
で
連
載
さ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
時
期
的
に
も
、
「
長
岡
大
探
偵
」
が
探
偵
結
果
を
物
語

の
語
り
手

「武
田
」
に
説
明
し
て
聞
か
せ
る
と
い
う
構
図
を
見
て
も
、
春
浪

が
、
探
偵
小
説
の
型
と
し
て
、
こ
れ
を
参
考
と
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

こ
こ
で
さ
ら
に
、
「長
岡
大
探
偵
」
の
言
動
の
特
徴
を
捉
え
る
と
、
「
不
思

議
の
探
偵
」
に
描
か
れ
る

「大
探
偵
」
の
言
動
と
近
似
す
る
。
「長
岡
大
探

押
川
春
浪

『獅
陽
塔
中
の
怪
』
に
お
け
る
娯
楽

へ
の
意
識

偵
」
は
、
次
の
よ
う
に
星
の
冠
の
王
を

「武
田
」
に
託
す
。

た
ヾ
僕
の
指
揮
す
る
ま

ゝ
に
、
そ
れ
を
使
用
す
れ
ば
よ
い
の
だ
。』

『君
の
指
揮
に
従
つ
て
―
―
』
。
と
私
は
今

一
度
宝
の
王
を
凝
視
た
。

『左
様
、
僕
の
指
揮
に
従
つ
て
―
―

（
一
三
四
頁
）

ま
た
、
敵
の
隠
れ
家
に
乗
り
込
む
際
、
「
長
岡
大
探
偵
」
は

「武
田
」
に

三
つ
の
約
束
を
立
て
さ
せ
る
。
〓

挙

一
動
す
べ
て
大
探
偵
の
命
令
に
随
ふ

べ
き
事
」
、
「黒
面
塔
に
近
づ
く
迄
の
間
成
る
べ
く
静
證
に
、
余
り
身
動
き
な

ど
は
せ
ぬ
事
」
、
「恐
怖
の
叫
声
な
ど
を
発
し
て
は
な
ら
ぬ
と
の
事
」
の
三
つ

で
あ
る

（
一
四
二
ヽ
三
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
、
「長
岡
大
探
偵
」
は
、
様
々
な

指
示
を

「武
田
」
に
出
し
て
守
ら
せ
る
。

「不
思
議
の
探
偵
」
で
の

「大
探
偵
」
は
ど
う
か
。
た
と
え
ば
次
に
あ
げ

る
二
つ
の
場
面
で
は
、
「大
探
偵
」
が
細
か
い
指
示
を
依
頼
人
や
助
手
の

「医
学
士
」
に
た
た
み
か
け
る
よ
う
に
出
し
て
い
る
。

『か
め
さ
ん
ノ
ヽ
貴
嬢
は
ネ
ー
、　
一
部
始
終
拙
者
の
云
ふ
通
り
に
、
守

つ
て
下
さ
ら
な
け
り
や
い
け
ま
せ
ぬ

（略
）
『随
分
切
迫
し
た
事
件
で

す
か
ら
ネ
ー
、
貴
嬢
が
拙
者
の
云
ふ
通
り
守
つ
て
下
さ
れ
な
け
り
や

（略
）
『妥
は
誓
つ
て
貴
下
の
お
指
図
に
背
き
ま
せ
ん

（略
）
私
も
か
め

嬢
も
唯
呆
れ
て

『医
学
士
少
し
で
も
音
を
為
せ
る
と
、
忽
ち
折
角
の
計
画
が
無
益
に
な

人
三



る
か
ら
、
如
何
ぞ
能
く
心
を
付
け
て
呉
れ
玉

へ

『宜
し
い
承
知
し
ま
し

た

『此
室
の
燈
は
も
う
消
し
て
置
く
方
が
好

い

（略
）
此
室
に
燈
の
あ

る
事
が
知
れ
る
か
ら

『そ
う
で
す
ネ
ー

『椅
子
に
先
か

ゝ
る
位
は
好
い

が
、
寝
入

つ
て
は

い
け
な

い
よ
、
寝
入
る
と
君

の
生
命
が
危
な

い

（略
）
短
銃
を
構

へ
て
、
其
中
央
の
椅
子
に
か
け
て
居
玉

へ
』
私
は
云

ひ
付
け
ら
れ
た
儘
に
短
銃
を
構

へ
て

「
黒
面
島
」
が
、
直
前
ま
で
連
載
さ
れ
て
い
た

「
不
思
議
の
探
偵
」
を
探

偵
小
説
の
型
の
素
材
と
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
よ
う
。

川
戸
道
昭
は
、
探
偵
小
説
流
行
の
機
運
を
作

っ
た
黒
岩
涙
香
が
好
ん
で
訳

し
、
「
怪
奇
性

・
ホ
ラ
ー
性
の
ほ
う
に
中
心
が
お
か
れ
」
て
い
た
ガ
ボ
リ
オ
、

ボ
ア
ゴ
ベ
な
ど
の

「
セ
ン
セ
イ
シ
ョ
ン
　
ノ
ヴ

ェ
ル
」
と
比
較
し
て
、
ド
イ

ル
の
探
偵
小
説
の
特
徴
を
、
「科
学
的
実
証
精
神
に
も
と
づ
く
本
格
推
理
の

導
入
と
い
う
こ
と
を
お
い
て
ほ
か
に
な

い
」
と
す
る
ｃ
以
上
を
ふ
ま
え
て
、

水
田
南
陽
訳

「
不
思
議
の
探
偵
」
が
、
推
理
部
分
に
つ
い
て
は
忠
実
な
翻
訳

と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、
そ
の
本
格
推
理
物
と
し
て
の
性
格
を
指
摘

し
て
い
る
。

単
行
本

「塔
中
の
怪
」
で
、
探
偵
の
説
明
は
、
確
か
に
科
学
的
説
明
と
し

て
記
さ
れ
、
例
え
ば
、
空
中
の
魔
影
は
、
蜃
気
楼
の
作
用
と
説
か
れ
る
。
し

か
し
、
江
戸
川
乱
歩
が
探
偵
小
説
の
系
譜
と
し
な
が
ら
、
怪
奇
小
説
と
読
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
内
容
は
決
し
て
本
格
物
で
は
な
か

っ

た
。た

と
え
ば
、
初
出
、
単
行
本
と
も
に
、
「
武
田
」
が

「
長
岡
」
と
は
ぐ
れ

人́
四

て

一
人
で
あ
る
部
屋
に
侵
入
す
る
場
面
に
は
、
不
思
議
な
部
屋
が
描
写
さ
れ

て
い
る
。

不
思
議
な
事
に
は
此
室
の
床
板
は
い
づ
れ
も
平
面
で
は
な
い
、
丁
度
オ

ル
ガ
ン
の
様
に
歩
む
度
に

一
枚
々
々
沈
ん
で
、
ま
た
浮
び
出
る
様
は
、

そ
れ
は
ノ
ヽ
奇
妙
だ

（略
）
何
れ
深
い
仕
組
が
あ
る
の
だ
ら
う

（「
黒

面
島
」
（五
）
翁
海
国
少
年
」
四
巻

一
号
、
明
治
三
十
三
年

一
月
こ

こ
の
あ
と
、
不
思
議
な
花
と
胡
蝶
の
描
写
が
続
く
。
「何
れ
深
い
仕
組
が

あ
る
の
だ
ら
う
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
い
ず
れ
こ
の
不
思
議
に
も
何
ら
か
の

説
明
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
た
目
論
見
は
見
え
る
が
、
単
行
本
で
は
、
そ
う

し
た
記
述
は
削
ら
れ
、
不
思
議
な
部
屋
の
描
写
の
み
が
描
か
れ
て
い
る
。
単

行
本
化
の
際
に
あ
え
て
不
思
議
な
部
屋
の
描
写
を
残
し
た
点
か
ら
は
、
科
学

的
妥
当
性
よ
り
も
、
要
素
の
新
奇
性
に
重
点
を
置
く
様
子
が
窺
え
る
。
こ
れ

は
、
科
学
的
説
明
で
も
見
ら
れ
、
た
と
え
ば
星
の
冠
の
王
に
よ

っ
て
人
が
催

眠
状
態
に
陥
る
こ
と
を
、
神
経
の
麻
痺
と
し
て
説
明
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
を

「
世
に
も
不
思
議
な
る
化
学
の
作
用
」
、
「未
だ
知
ら
れ
ざ
る
天
地
間
の

不
思
議
」
と
記
し
て
い
る

（三

一
九
頁
）．

以
上
の
点
か
ら
、
同
時
代
の
文
学
状
況
に
お
い
て
、
新
し
い
探
偵
小
説
の

体
裁
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
従
来
の
も
の
と
の
差
異
化
を
図
る
と
い
う
小
説

創
作
上
の
工
夫
を
な
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

こ
れ
は

一
体
ど
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
に
行
わ
れ
た
の
か
。
本
文
の
中
に

は
初
出
、
単
行
本
と
も
に
読
者

へ
の
意
識
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ



が
特
に
表
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
引
く
。

読
者
諸
君
、
諸
君
も
定
め
し
が
つ
か
り
と
せ
ら
れ
た
事
で
あ
ら
う
、
大

血
戦
が
始
ま
る
か
と
思
つ
て
居
た
の
に

（略
）
然
し
震
天
動
地
の
大
波

瀾
は
実
に
是
か
ら
起
る
の
で
あ
る

（
一
七
二
頁
）

「
が

っ
か
り
」
と

い
う
表
現
か
ら
、
読
者
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
に
重
点
を

置
い
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

こ
の
意
識
は
、　
一
年
後
作
品
の

「
面
白
」
さ
と

い
う
形
で
表
現
さ
れ
る
。

明
治
三
十
五
年
刊
行
の

『棋
耐
武
侠
の
日
神
』
「
は
し
が
き
」
に
は
、
「
文
学

上
の
価
値
が
無
し
と
云
は
れ
て
も

（略
）
面
白
き
も

の
は
矢
張
面
白
き
な

り
、
如
何
に
も
し
て
斯
か
る
面
白
き
小
説
を
作
ら
ん
と
」
と
意
図
が
示
さ
れ

て
い
る
。

探
偵
小
説
が
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
鄭
澳
生
の

「
◎

探
偵
小
説
と
冒
険
小
説
と
」
翁
早
稲
田
文
学
」
明
治
二
十
六
年
三
月
）
は
次

の
よ

つヽ
に
伝
え
る
ｃ

多
数
の
人
の
小
説
を
好
む
や

（略
）
尤
も
興
味
あ
る
は
聴
く
者
を
し
て

「
こ
の
先

い
か
に
な
る
べ
き
か
」
と
の
念
を
発
せ
し
む
る
も
の
に
勝
れ

る
は
な
し

（略
）
探
偵
小
説
は
尤
も
此
の
分
子
に
富
み

探
偵
小
説
の
型
は
、
読
者
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
の
大
き
な
要
素
で
あ

っ

た
。

押
川
春
浪

『獅
』
塔
中
の
怪
』
に
お
け
る
娯
楽

へ
の
意
識

つ
ま
り
、
春
浪
は

「
海
底
軍
艦
」
刊
行
の
前
年
か
ら
そ
の
後
に
か
け
て
、

同
時
代
文
学
の
動
向
の
中
で
、
創
作
に
お
い
て
読
者
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
の

娯
楽
性
を
模
索
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
。
彼
の
小
説
は
単
な
る
理
想
の
発

露
と
し
て
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
こ
で
、
読
者
へ
の
意
識
と
し
て
提
示
さ
れ
る
の
が
、
謎
の
原
因
結
果
の

み
へ
の
興
味
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ｃ
単
行
本
化
さ

れ
た
際
、
長
岡
探
偵
に
よ
る
謎
解
き
が
、　
一
部
を
残
し
て
物
語
の
前
半
に
集

中
的
に
行
わ
れ
る
と
い
う
構
成
と
も
関
わ
る
、
伊
藤
秀
雄
が

「粗
雑
さ
」
と

し
て
表
現
し
、
習
目
険
そ
の
も
の
に

一
層
興
味
が
あ

っ
た
」
と
す
る
点
で
あ

２一
。

一
〓
早
　
現
実
と
の
対
峙
の
中
か
ら

単
行
本

「
塔
中
の
怪
」
の
探
偵
小
説
的
要
素
は
前
半
部
分
に
凝
縮
さ
れ
、

後
半
で
は
、
「
武
田
」
と

「
長
岡
大
探
偵
」
が
危
険
を
冒
し
て
敵
と
戦
う
展

開
が
主
と
し
て
描
か
れ
る
ｃ
こ
の
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
状
況
と
意
図
が
あ

る
の
か
。

明
治
三
十
二
年
十

一
月
九
日
の

「読
売
新
聞
」
朝
刊
四
面
に

「女
義
太
夫

の
弊
害
」
と

い
う
記
事
が
あ
る
。
「
近
頃
女
義
太
夫
の
流
行
甚
し
く

（略
）

遊
学
生
の
多
く

ハ
こ
れ
に
よ
り
て
浅
ま
し
き
堕
落
の
端
緒
を
作
る
」
と
、
女

義
夫
夫
に
入
れ
あ
げ
て
学
資
を
使
い
込
ん
で
し
ま
う
な
ど
、
学
生
の
堕
落
が

説
か
れ
る
。
似
た
よ
う
な
記
事
は
こ
の
時
期
多
数
見
ら
れ
、
学
生
の
堕
落
が

日
立
ち
、
注
目
さ
れ
る
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
学
生
の
あ
り
様

・八
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に
当
時
の
春
浪
も
目
を
向
け
て
い
た
。

「黒
面
島
」
の
掲
載
が
あ
る

「海
国
少
年
」
四
巻
四
号

（明
治
三
十
三
年

四
月
）
に
、
「押
川
残
月
生
」
に
よ
る

「
日
本
書
生
の
悪
因
縁
」
と
い
う
論

説
が
あ
る
。
こ
れ
は
学
生
の
堕
落
に
つ
い
て
考
え
を
述
べ
た
も
の
で
、
こ
こ

で
春
浪
は
、
当
時
の
日
本
の
学
生
に
は
、
欧
米
の
学
生
に
は
享
有
さ
れ
て
い

る

「清
浄
な
る
」
娯
楽
や

「
学
生
的
娯
楽
」
が
欠
け
て
い
る
と
論
じ
て
い

る
。
春
浪
が
東
京
専
門
学
校
を
卒
業
す
る
の
は
明
治
三
十
四
年
の
七
月
の
こ

と
で
あ
る
の
で
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
春
浪
も
学
生
の
身
分
で
、
「過
大
の

学
業
を
強
制
せ
ら
る

ゝ
」
日
本
の
学
生
に
は
、
コ

の
学
生
的
悟
楽
場
な
」

く
、
「在
る
も
の
は
、
銘
酒
店
の
み
、
女
義
夫
夫
の
み
、
玉
突
場
の
み
」
と

い
う
。
ま
た
、
「清
浄
」
な
娯
楽
の
な
い
ば
か
り
に
、
「男
色
の
醜
態
決
闘
の

流
行
等
」、
「迷
道
に
陥
る
」
と
説
き
、
「其
心
情
又
た
憫
む
可
き
」
と
同
情

を
寄
せ
る
。

で
は
、
「清
浄
」
な

「学
生
的
娯
楽
」
と
そ
の
効
果
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
春
浪
は

「欧
米
」
の

「学
生
的
の
一
大
娯
楽
」
に
つ
い
て

「清
浄
な

る
範
囲
に
而
も
無
限
の
自
由
と
無
限
の
趣
味
と
を
包
有
す
」
と
述
べ
、
そ
の

例
と
し
て
、
「競
馬
」
、
「自
転
車
」
、
「端
艇
」
、
野
球
や
、
「美
妙
な
る
音
楽

〈至

「清
楚
な
る
茶
話
会
」
を
挙
げ
る
。
そ
れ
ら
の

「
清
楽
」
に
つ
い
て
、

「欧
米
学
生
は
実
に
斯
の
如
く
に
し
て
強
壮
な
る
身
体
と
比
較
的
健
全
な
る

品
性
と
を
保
全
」
す
る
と
、
「教
育
者
」
の
言
を
紹
介
し
て
い
る
。

欧
米
学
生
の
持
ち
得
る
娯
楽
と
、
そ
れ
に
よ
り

「強
壮
」
で

「健
全
な
る

品
性
」
を
保
全
し
て
い
る
と
い
う
様
子
は
、
こ
の
論
説
の
冒
頭
の
表
現
と
呼

応
す
る
。

八ヽ
エハ

万
邦
の
間
、
頑
迷
支
那
の
如
き
、
貧
弱
朝
鮮
の
如
き
、
若
く
は
遅
羅
ビ

ル
マ
等
半
野
半
開
の
国
を
除
き
て
、
恐
ら
く
我
日
本
程
其
青
年

（略
）

学
生
を
遇
す
る
事
残
忍
刻
薄
な
る
も
の
は
蓋
し
稀
な
る

こ
こ
に
は

「強
壮
」
で

「健
全
な
る
品
性
」
が
国
家
の
盛
衰
、
強
弱
と
関

わ
る
と
い
う
意
識
が
透
け
て
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
感
覚
は
当
時
春
浪
だ

け
が
抱
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

明
治
三
十
二
年
九
月
十
五
日
の

「
万
朝
報
」
に
、
「
学
生
の
生
活
」
（流

水
）
と
い
う
論
が
あ
る
。
「帝
都
十
万
の
学
生
」
の

「殺
風
景
の
生
涯
」
と
、

学
生
生
活
の
無
味
さ
を
説
い
て
始
ま
る
こ
の
論
で
も
、
日
本
の
学
生
と

「泰

西
諸
邦
の
学
生
」
と
が
比
較
さ
れ
る
。
「泰
西
の
学
生
の
、
善
く
食
ひ
、
善

く
談
じ
、
善
く
楽
む
に
比
す
れ
バ
、
興
味
何
ぞ

一
に
貧
き
や
」
と
日
本
の
学

生
の
興
味
の
貧
し
さ
を
指
摘
し
、
特
に
、
「渠
等
の
下
宿
に
在
る
や
、　
一
種

淫
微
の
事
状
に
因
て
」
、
「
堕
落
の
種
子
を
培
養
す
る
」
と
説
く
ｃ
論
末
で

は
、
青
年
学
生
へ
向
け
て
、
堕
落
し
た

「薄
志
弱
行
の
徒
」
で
は

「大
成
を

遂
る
」
こ
と
は
で
き
な
い
、
従

っ
て

「燿
娯
に
乏
し
き
」
か
ら
と
い
つ
て

「
元
気
を
消
耗
す
る
莫
れ
」
と
同
情
し
つ
つ
諭
す
。

二
つ
の
論
に
は
、
ど
ち
ら
も
、
欧
米
と
比
べ
て
世
界
の
中
の
日
本
を
意
識

し
、
青
年
の

「
元
気
」
や

「品
性
」
が
、
国
家
の
行
く
末
に
関
わ
る
と
い
う

認
識
が
共
通
し
て
い
る
。

「黒
面
塔
」
の
語
り
手
で
あ
る
大
学
生

「武
田
賤
男
」
は

「学
問
は
好
か

ぬ
方
で
兎
角
冒
険
な
事
や
好
奇
な
事
ば
か
り
や
る
」
人
物
で
、
「
テ
ニ
ス
の

競
技
に
耽
」
り
、
「遠
洋
航
海
」
を
例
年
や
る
。
「武
田
」
に
は
、
「
日
本
書



生
の
悪
因
縁
」
で
同
情
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
日
本
の
学
生
の
姿
は
な
い
。
む

し
ろ
、
「強
壮
」
で

「健
全
な
る
品
性
」
を
保
全
す
る
効
果
を
持
つ

「清
浄
」

な

「
学
生
的
娯
楽
」
を
有
し
、
そ
れ
を
楽
し
む
理
想
の
姿
が
描
か
れ
て
い

る
ｃ
「塔
中
の
怪
」
で
も
、
そ
の
基
本
的
性
質
は
同
じ
で
あ
る
。

端
艇
競
漕
と
か
、
野
球
競
技
と
か
、
撃
剣
、
柔
道
の
や
う
な
、
壮
快
な

運
動
遊
戯
が
嗜
好
で
困
る
、
（略
）
夏
は
避
暑
よ
り
は
海
島
探
険
、
秋

は
観
月
よ
り
は
猟
銃

（略
）
木
曽
山
中
の
野
猪
狩
だ
の
、
碓
氷
嶺
の
狼

退
治
だ
の
と
暴
れ
廻
る
の
で

（略
）
武
田
字
は
冒
険
だ
の

（
一
九
～
二

〇
頁
）

冒
険

へ
の
好
奇
心
が
、
健
全
な
娯
楽
、
あ
る
い
は

「
大
成
を
遂
る
の
器
」

と
し
て
成
り
た
て
る

「
元
気
」
と
し
て
立
ち
現
れ
て
い
る
。
そ
の
娯
楽
は
春

浪
自
身
の

「学
生
的
娯
楽
」
へ
の
欲
求
の
現
れ
で
も
あ
つ
た
。

冒
険
へ
の
好
奇
心
と
健
全
な
娯
楽
が
結
び
つ
い
た
背
景
に
は
、
海
を
越
え

る
と
い
う
こ
と
が
同
時
代
に
持
っ
て
い
た
意
味
が
媒
介
し
て
い
る
。

初
出

「黒
面
島
」
と
単
行
本

「塔
中
の
怪
」
に
お
け
る
冒
険
と
は
、
海
を

越
え
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
洲
の
黒
面
島
へ
向
け
て
の
旅
で
あ

っ
た
。
作
品
は

島
に
至
る
船
上
の
様
子
か
ら
始
ま
る
ｃ

三
千
五
百
噸
ば
か
り
の
大
き
な
船
が

（略
）
嶼
太
刺
利
亜
の
東
の
方
の

（略
）
離
れ
島
の
或
小
さ
い
港
口
に
錨
を
下
ろ
し
た

（「黒
面
島
」
貧

）

翁
海
国
少
年
」
三
巻
十

一
号
、
明
治
三
十
二
年
十

一
月
し

押
川
春
浪

『勧
陽
塔
中
の
怪
』
に
お
け
る
娯
楽

へ
の
意
識

右
は
初
出
の
冒
頭
で
あ
る
。
単
行
本

「塔
中
の
怪
」
で
の
冒
頭
は
、
次
の

よ
う
に
描
か
れ
る
。

汽
船
が
港
に
着
く
間
際
、
蒸
気
機
関
の
音
、
絶
え
て
は
ひ
ゞ
き
、
響
き

て
は
絶
え
、
其
た
び
に
号
鐘
力
ヽ
ン
と
鳴
り

（略
）
海
風

一
陣
又

一
陣

（略
）
四
千
噸
ば
か
り
の
巨
大
な
汽
船
が

（略
）
濠
斯
太
刺
利
亜
洲
の

南
の
端
の

（略
）
離
れ
島
の
、
と
あ
る
港

湾
に
錨
を
投
し
た

（
一
～

二
頁
）

こ
の
後
、
長
い
船
旅
の
末
に
陸
上
の
景
色
を
眺
め
た
と
き
の
心
地
よ
さ
に

つ
い
て
書
か
れ
る
。

ど
ち
ら
も
海
を
越
え
て
来
た
こ
と
が
そ
の
冒
頭
に
意
識
的
に
配
置
さ
れ
、

特
に
単
行
本
で
は
、
着
港
間
際
の
汽
船
の
情
景
が
呼
吸
よ
く
描
か
れ
、
読
者

を
引
き
つ
け
、
物
語
へ
導
入
す
る
効
果
を
果
た
し
て
い
る
。

探
偵
小
説
の
型
の
他
に
海
を
越
え
た
冒
険
が
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
、
初
出
の
掲
載
誌
が

「海
国
少
年
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
海
事
思
想
の
鼓
吹
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。

「海
国
少
年
」
の

「
発
行
の
辞
」
２

巻

一
号
、
明
治
三
十
年

一
月
）
は
、

「期
す
る
所
」
を

「
我
天
賦
の
海
図
を
、
真
に
海
国
的
に
発
達
せ
し
め
ん

（略
）
国
民
挙
て
海
国
民
た
る
の
覚
悟
を
要
す
」
と
述
べ
、
「海
国
民
」
に
必

要
な
も
の
と
し
て
、
「遠
大
の
精
神
」
「剛
毅
の
気
象
」
「堅
忍
の
意
思
」
「恢

弘
の
量
」
「博
愛
の
志
想
」
を
挙
げ
る
。
こ
の

「
海
国
民
」
の
資
質
に
は
、

学
生
の
堕
落
に
関
す
る
文
章
に
あ
っ
た
、
青
年
の

「元
気
」
や

「品
性
」
が

八
七



国
の
盛
衰
に
関
わ
る
と
い
う
感
覚
と
同
様
の
も
の
が
現
前
し
て
い
る
。

同
時
代
に
共
有
さ
れ
た
認
識
の
中
で
、
海
を
越
え
た
冒
険
は
健
全
な
娯
楽

と
し
て
立
ち
上
が
っ
た
。
読
み
物
と
し
て
読
者
を
楽
し
ま
せ
る
も
の
を
模
索

す
る
中
で
海
を
越
え
た
冒
険
を
選
択
し
た
過
程
に
お
い
て
は
、
娯
楽
性
へ
の

志
向
が
国
家
意
識
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

「塔
中
の
怪
」
の

「
は
し
が
き
」
に
目
を
向
け
る
と
、
「恋
愛
小
説
」
で
は

な
い
も
の
と
し
て
、
こ
の

「険
奇
小
説
」
、
「変
幻
奇
怪
」
と
す
る
本
作
を
著

し
た
旨
が
示
さ
れ
る
ｃ

欧
米
諸
国
に
は

（略
）
険
奇
小
説
も
珍
ら
し
く
は
な
い
が
、
日
本
に

（略
）
類
の
無
い
の
は
恋
愛
小
説
万
歳
の
世
だ
か
ら
で
あ
り
ま
せ
う
、

然
る
に

（略
）
此
様
な
変
幻
奇
怪
な
も
の
を
著
は
し
ま
し
た

本
作
が

「恋
愛
小
説
」
と
対
峙
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、
以
上
に

見
て
き
た
同
時
代
状
況
の
中
で

「恋
愛
小
説
」
と
青
少
年
の
堕
落
が
結
び
つ

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

「塔
中
の
怪
」
が
刊
行
さ
れ
る
約
三
か
月
前
、
明
治
三
十
四
年
七
月
七
日

の

「万
朝
報
」
に

「恋
愛
文
学
の
害
毒
」
と
い
う
論
説
が
掲
載
さ
れ
る
。
雑

誌
店
の
書
籍
の
大
半
で
あ
る
と
い
う

「古
今
の
情
話
」
、
「恋
愛
の
詩
歌
」
を

内
容
と
す
る

「乱
倫
醜
猥
の
事
を
語
る
の
小
説
」
に
つ
い
て
、
ア
υ愛
文
学

な
る
者
の
弊
害
」
を
論
じ
、
「染
易
き
こ
と
恰
も
素
絲
の
如
き
青
年
少
女
を

誘
惑
す
る
」
の
に
、
「色
情
を
以
て
し
」
、
コ
ロ
年
少
女
の
性
行
の
日
に
堕
落
」

す
る
こ
と
は

「怪
し
む
に
足
ら
ざ
る
」
と
指
摘
す
る
。

ヽ

ヽ

当
時
の
恋
愛
文
学
の
流
行
が
よ
く
わ
か
る
が
、
そ
れ
が
青
年
少
女
の
堕
落

を
誘
発
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

春
浪
は

「
武
侠
の
日
本
」
の

「
は
し
が
き
」
で
、
「
万
朝
報
」
に
連
載
さ

れ
た

「巌
窟
王
」
の
愛
読
者
と
な

っ
た
と
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
連
載
期

間
は
、
明
治
三
十
四
年
三
月
か
ら
翌
年
六
月
ま
で
で
あ
る
の
で
、
春
浪
が
、

こ
の
記
事
を
読
ん
で
い
た
可
能
性
は
か
な
り
高

い
。
少
な
く
と
も
、
「塔
中

の
怪
」
の

「
は
し
が
き
」
に
お
け
る

「恋
愛
小
説
万
歳
の
世
」
が
、
学
生
や

青
少
年
の
堕
落
と
結
び

つ
い
て
い
た
こ
と
は
、
初
出
か
ら
単
行
本

へ
の
異

同
、
魔
賊
の
手
か
ら
救

い
出
さ
れ
る
華
族
令
嬢
の
年
齢
の
相
違
の
中
に
見
出

せ
る
。
「黒
面
島
」
の
綾
子
は
、
十
六
歳
、
「塔
中
の
怪
」
の
雪
子
は
十
三
歳

と
あ
る

（
二

一
頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
異
同
が
、
物
語
の
筋
立
て
や

内
容
自
体
に
及
ぼ
す
影
響
は
特
に
見
当
た
ら
な
い
。
な
る
べ
く
恋
愛
小
説
的

と
読
ま
れ
る
可
能
性
を
無
く
そ
う
と
す
る
意
図
が
働
い
て
い
た
。

「黒
面
島
」
と

「
塔
中
の
怪
」
に
は
、
ど
ち
ら
に
も
、
長
岡
と
は
ぐ
れ
て

単
身
敵
の
隠
れ
家
に
乗
り
込
ん
だ
武
田
が
、
寝
台
に
寝
か
さ
れ
て
い
る
綾

子
、
あ
る
い
は
雪
子
を
発
見
す
る
場
面
が
あ
る
。
初
出
は
、
綾
子
が
武
田
の

胸
に
抱
き
付
い
て
泣
き
、
そ
の
姿
を
見
た
武
田
が
感
慨
に
ふ
け
る
と
い
う
光

景
で
あ
る
が
、
単
行
本
で
は
、
雪
子
姫
が
急
に
顔
を
上
げ
て
父
親
の
心
配
を

す
る
と
い
う
光
景
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
武
田
と
雪
子
と
の
間
に
恋
愛
を
予

感
さ
せ
な
い
た
め
の
配
慮
が
見
ら
れ
よ
う
。
雪
子
姫
の
年
齢
を
十
三
歳
と
や

や
低
年
齢
に
設
定
し
た
こ
と
も
、
読
者
に
恋
愛
の
予
感
を
抱
か
せ
な
い
た
め

の
配
慮
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
単
行
本

で
は
武
田
勝
雄

の
自
己
紹
介
が
な
さ
れ
る
場
面
に
、



「
下
婢
共
が
、
キ
ヤ
ー
ノ
ヽ
と
押
戯
け
廻
り
」
、
「
色
の
生
白

い
書
生
輩
や
、

嘴
の
青

い
坊

様
」
が
、
「
教
科
書
を
投
げ
出
し
て
、
騒
ぎ
出
す
」
と

い
う

「
下
宿
」
で
の
学
生
の
堕
落
し
た
様
子
を
示
す

一
文

（
二
〇
頁
）
が
追
加
さ

れ
、
武
田
と
対
比
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
異
同
の
中
に
、
学
生
あ
る
い
は
青
少
年
の
腐
敗
と
恋
愛
小
説

が
結
び

つ
い
て
い
る
認
識
が
読
み
取
れ
る
。
「
は
し
が
き
」
の

「
恋
愛
小
説

万
歳
の
世
」
と
い
う
語
感
に
は
、
日
本
の
明
日
を
担
う
学
生
た
ち
や
青
年
少

女
か
ら

「
強
壮
」
で

「
健
全
な
る
品
性
」
を
奪

い
、
堕
落
さ
せ
る
も
の
と

い

う
感
覚
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
ｃ
恋
愛
小
説
に
背
を
向
け
、
さ
ら
に
距
離
を
と

っ
て
い
く
姿
勢
は
、
読
み
物
と
し
て
の
娯
楽
性
だ
け
で
は
な
い
側
面
を
示
し

て
い
る
。
日
本
を
担

っ
て
い
く
青
少
年
の

「
強
壮
」
で

「
健
全
な
る
品
性
」

を
保
つ
た
め
に
必
要
な

「
娯
楽
」
で
あ
る
。

お
わ
り
に

「
塔
中
の
怪
」
か
ら
、
同
時
代
の
な
か
で
娯
楽
性
を
模
索
し
創
作
す
る
春

浪
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
ｃ
春
浪
は
、
当
時
の
文
学
動
向
に
お
い
て
読
者
を

楽
し
ま
せ
る
作
品
を
作
る
べ
く
、
創
意
工
夫
を
な
し
て
い
た
。
同
時
に
、
そ

う

い
っ
た
志
向
の
な
か
に
見
え
て
き
た
の
は
、
単
な
る
読
み
物
と
し
て
の
面

白
さ
で
は
な
く
、
よ
り
現
実
に
根
差
し
た
娯
楽
の
姿
で
あ

っ
た
。
娯
楽
性
を

志
向
す
る
こ
と
の
重
層
的
様
相
は
、
春
浪
の
中
で
特
に
区
別
さ
れ
て
い
た
も

の
で
は
な
い
。
政
治
性
と
娯
楽
要
素
と
が
同
時
に
生
起
す
る
所
以
が
あ

っ

た
。

押
川
春
浪

『肺
』
塔
中
の
怪
』
に
お
け
る
娯
楽

へ
の
意
識

海
を
越
え
た
冒
険
が
健
全
な
娯
楽
と
い
う
意
味
合
い
で
作
品
の
骨
子
と
し

て
採
用
さ
れ
た
結
果
、
作
品
に
は
特
に
国
家
意
識
と
結
び
つ
く
啓
蒙
的
な
力

が
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
重
要
な
の
は
、
あ
く
ま
で
根
底
に
は
娯
楽
性

へ
の
意
識
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。　
一
見
自
明
な
こ
と
が
ら
で
あ

つ
て
も
、
そ
こ
を
鑑
み
な
け
れ
ば
、
春
浪
の
小
説
は
単
な
る
作
者
の
理
想
の

発
露
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
帰
結
し
て
し
ま
う
。
同
時
代
状
況
の
な
か
で
小

説
の
娯
楽
性
を
拾

い
上
げ
る
春
浪
の
姿
を
見
つ
め
る
こ
と
の
確
か
な
意
味
は

そ
こ
に
あ
る
。

注（１
）
本
稿
に
お
け
る
本
文
引
用
は
す
べ
て
、
『肺
Ｍ
塔
中
の
怪
』
（文
武

堂
蔵
版
、
博
文
館

・
東
京
堂
発
兌
、
明
治
三
十
四
年
十
月
）
に
拠

Ｚ
Ｏ

。

（２
）
柳
田
泉

「大
衆
小
説
源
流
」
翁
新
潮
」
昭
和
九
年
五
月
、
『随
筆

明
治
文
学
』
（春
秋
社
、
昭
和
十
三
年
八
月
）
所
収

一
九

一
～
二

頁
）
。

（３
）
柳
田
泉

「虚
白
堂
文
学
雑
記
」
翁
我
観
」
昭
和
十
年
七
月
、
前

掲
所
収
六
三

一
頁
）
。

（４
）
柳
田
泉

「物
故
文
人
独
談
議
」
翁
伝
記
」
昭
和
九
年
十

一
月
、

前
掲
所
収
六
六
三
頁
）。

（５
）
滑
川
道
夫

『小
国
民
文
学
試
論
』
（帝
国
教
育
会
出
版
部
、
昭
和

十
七
年
九
月
、
復
刻
叢
書
　
日
本
の
児
童
文
学
理
論

（昭
和
六
十
二

年
十

一
月
）
三
二
六
頁
）ｃ

八
九



（６
）
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
編

『近
代
文
学
研
究
叢
書

第
十
五
巻
』
（昭
和
女
子
大
学
光
葉
会
、
昭
和
三
十
五
年
六
月
）
「押

川
春
浪
」
三
七
、
四
二
頁
。

（７
）
菅
忠
道

『日
本
の
児
童
文
学

（増
補
改
訂
版
こ

（大
月
書
店
、

昭
和
四
十

一
年
五
月
）
、
九

一
頁
。

（８
）
池
田
浩
士

『大
衆
小
説
の
世
界
と
反
世
界
』
（現
代
書
館
、
昭
和

五
十
八
年
十
月
）
、　
一
人
九
ヽ

一
九
〇
、
二
〇
〇
～
二
〇
六
頁
。

（９
）
二
上
洋

一

『少
年
小
説
の
系
譜
』
（幻
影
城
、
昭
和
五
十
三
年
二

月
）
。

（１０
）
横
田
順
爾

・
會
津
信
吾

『快
男
児
押
川
春
浪
』
（パ
ン
リ
サ
ー
チ

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ユ
ー
ト
、
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
）
。

（Ｈ
）
私
市
保
彦

「魔
術
的
フ
ア
ン
タ
ジ
ー
と
Ｓ
Ｆ
の
交
叉
点
―
押
川

春
浪

『
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
』
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
ー
」
（井
上
健
編
著

『翻

訳
文
学
の
視
界
―
近
現
代
日
本
文
化
の
変
容
と
翻
訳
』
曾
心文
閣
出

版
、
平
成
二
十
四
年

一
月
）
。

（‐２
）
江
戸
川
乱
歩

「活
字
と
僕
と
―
年
少
の
読
者
に
贈
る
」
翁
現
代
」

昭
和
十

一
年
十
月
号
付
録
、
『江
戸
川
乱
歩
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー
乱
歩

打
明
け
話
』
（河
出
書
房
新
社
、
平
成
六
年
十

一
月
）
所
収
七

一
頁

参
照
）
。

（‐３
）
中
島
河
太
郎

『日
本
推
理
小
説
史
　
第

一
巻
』
（東
京
創
元
社
、

平
成
五
年
四
月
）
「
第
十
章
　
押
川
春
浪
の
伝
奇
冒
険
小
説
」
「
宝

石
」
昭
和
三
十
七
年
九
月
）
。

（‐４
）
伊
藤
秀
雄

『明
治
の
探
偵
小
説
』
曾
田
文
社
、
昭
和
六
十

一
年
十

九
〇

月
）
。

（
‐５
）
吉
井
勇

『東
京

・
京
都
　
大
阪
　
よ
き
日
古
き
日
』
（中
央
公
論

社
、
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
三
版
）
六
三
～
四
頁
。
な
お
、
「
海
国

少
年
」
は
東
光
館
よ
り
発
行
、
明
治
三
十
年

一
月
創
刊
さ
れ
た
雑

誌
。

（
‐６
）
前
掲
、　
〓

一
一
～
三
頁
参
照
。
た
だ
、
横
田
順
爾

「
明
治
時
代

は
謎
だ
ら
け
Ｈ
　
海
底
軍
艦
の
出
現
Ｈ
」
３
日
本
古
書
通
信
」
第
八

三
九
号
、
平
成
十

一
年
六
月
）
に
は
、
「
」
の
連
載
の

『塔
中
の
怪
』

は
未
見
。
」
と
あ
る
。

（‐７
）
茨
城
大
学
図
書
館
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
、
国
立
国
会
図
書
館
、

東
京
大
学
附
属
図
書
館
な
ど
所
蔵
ｃ

（‐８
）
前
掲
、
二
五
九
～
二
六
〇
頁
ｃ

（‐９
）
前
掲
、　
〓

一四
頁
。

（２０
）
た
と
ぇ
ば
、
伊
藤
秀
雄
は
、
黒
岩
涙
香
の

「真

ッ
暗
」
（明
治
二

十
二
年
八
月
九
日
～
十
月
二
十
六
日

「絵
入
自
由
新
聞
」
連
載
）
が

謎
解
き
ゲ
ー
ム
を
意
図
し
て
訳
述
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
（前
掲
、
六
五
～
六
頁
参
照
ｃ
）

（２‐
）
川
戸
道
昭

「
日
本
に
お
け
る
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク

・
ホ
ー
ム
ズ
ー
そ

の

「古
典
」
化
ま
で
の
道
す
じ
―
」
亀
日
本
に
お
け
る
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ク

・
ホ
ー
ム
ズ
』

（
ナ
ダ
出
版
セ
ン
タ
ー
、
平
成
十
三
年
九
月
と
、

二
九
頁
参
照
。

（２２
）
前
掲
、
八
頁
ｃ

（２３
）
伊
藤
秀
雄
、
前
掲

一
三
七
頁
参
照
ｃ



（２４
）
「
不
思
議
の
探
偵

（
一
こ

「毒
蛇
の
秘
密

（八
こ

（「中
央
新
聞
」

明
治
三
十
二
年
七
月
十
九
日
、
『明
治
期
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク

・
ホ
ー
ム

ズ
翻
訳
集
成
』

（ナ
ダ
出
版
セ
ン
タ
ー
、
平
成
十
三
年

一
月
）
所

収
）
ｃ

（２５
）
「不
思
議
の
探
偵

（
一
こ

「毒
蛇
の
秘
密

（十
こ

（「中
央
新
聞
」

明
治
三
十
二
年
七
月
二
十

一
日
、
前
掲
所
収
）。

（２６
）
前
掲
、
二
五
頁
。

（２７
）
前
掲
。
次
の
よ
う
に
あ
る
。

僕
は
怪
奇
小
説
で
は

「塔
中
の
怪
」
と
い
う
の
を
忘
れ
る
こ
と
が
出

来
な
い

（略
）
押
川
春
浪
は
必
ず
し
も
冒
険
武
侠
の
み
の
作
家
で
は

な
か
っ
た
。
「銀
山
王
」
と
い
う
の
は
涙
香
の
探
偵
小
説
に
類
す
る

作
風
で
あ

っ
た
し
、
「
ホ
シ
ナ
大
探
偵
」
は
ド
イ
ル
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ク

・
ホ
ー
ム
ズ
の
翻
案
で
あ
っ
た
。

（２８
）
『村
赫
武
侠
の
日
本
』
（文
武
堂
蔵
版
、
博
文
館

・
東
京
堂
発
兌
、

明
治
三
十
五
年
十
二
月
）
。

（２９
）
伊
藤
秀
雄

「
解
説
」
亀
少
年
小
説
大
系
２
巻
　
押
川
春
浪
集
』

（三

一
書
房
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
）
所
収
四
六
〇
頁
）。

（３０
）
「黒
面
島
」
０
こ

（「海
国
少
年
」
三
巻
十

一
号
、
明
治
三
十
二

年
十

一
月
）。

（３‐
）
高
橋
修
は

「海
国
少
年
」
の

「発
行
の
辞
」
と
と
も
に
、
「海
底

軍
艦
」
に
触
れ
、
そ
れ
ら
が

「
「海
国
」
と
い
う
言
説
シ
フ
ト
の
枠

の
中
」
に
あ
る
と
指
摘
し
、
そ
れ
ら
が
、
三
国
干
渉
後
の
メ
デ
ィ
ア

の
政
治
的
な
言
説
と
連
動
し
て
い
る
様
子
を
示
し
て
い
る
。
（高
橋

押
川
春
浪

『肺
』
塔
中
の
怪
』
に
お
け
る
娯
楽

へ
の
意
識

修

「ジ
ャ
ン
ル
と
様
式
―
日
清
戦
争
前
後
―
」
「
日
本
近
代
文
学
」

第
五
十
集
、
日
本
近
代
文
学
会
、
平
成
六
年
五
月
し

（３２
）
こ
の

「
は
し
が
き
」
に
関
し
て
、
横
田
順
爾

・
會
津
信
吾
は
、

当
時
が

「浪
漫
詩
」
全
盛
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
、
春
浪
は

「
こ
れ
ら

一
連
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
文
学
に
反
発
を
覚
え
な
が
ら
」
、

「欧
米
の
冒
険
小
説
の
雄
壮
さ
、
お
も
し
ろ
さ
」
を

「
日
本
の
文
学

界
に
移
植
し
よ
う
」
と
し
、
「
し
か
も
、
で
き
る
こ
と
な
ら
、
外
国

作
品
の
翻
訳
で
は
な
く
、
日
本
精
神
を
加
味
し
た
、
独
自
の
冒
険
小

説
と
し
て
、
生
み
出
そ
う
と
努
力
し
て
い
た
」
（前
掲
、　
〓

一四
頁
）

と
述
べ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
な
ぜ

「
一
連
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
文
学
に

反
発
を
覚
え
」
た
の
か
、
ま
た
、
こ
の

「は
し
が
き
」
の
ど
こ
か
ら

「
日
本
精
神
を
加
味
し
た
」
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
か
、
そ

の
読
み
の
理
由
は
跡
付
け
ら
れ
て
は
い
な
い
。

（３３
）
無
署
名
で
あ
る
が
、
『幸
徳
秋
水
全
集
　
一二
巻
』
（明
治
文
献
、

昭
和
四
十
三
年
三
月
）
に
よ
れ
ば
、
幸
徳
秋
水
に
よ
る
も
の
。

（３４
）
「黒
面
島
」
含
じ

（「海
国
少
年
」
三
巻
十

一
号
、
明
治
三
十
二

年
十

一
月
）。

（た
け
だ
　
ゆ
き
　
本
学
博
士
後
期
課
程
）

九

一


